
様式第二号の九(第八条の四の六関係)

富山市長

提出者
住所富山市海岸通3番地
氏名三菱ケミカル総富山事業所
事業所長井上吉明

電話番号 076一心7-1510

廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第10項の規定に基づき、 2024年度の産業
廃棄物処理計画の実施状況を報告Lます。

産業廃棄物処理計画実施状況報告書

殿

(第1面)

事業場

事業場の所在地

の 名 称

業

2025年

産業廃棄物処理計画における
計 鄭画 間

の

産業廃棄物処駆計画における民標値

三菱ケミカル株式会社富山事業所

種

6月

類

25日

富山市海岸通3番地

排

自ら再生利用を行う
産業廃棄物の月

項目

化学工業

出

自ら熱回収を行
産業廃棄物の

令和6年4月1日~令和7年3月31日

自ら中間処理により減量tる
産業廃 j の重

目標値

ノ＼埋)ι処

投入処分を行う
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※事務処理欄

帽本産業規格 A列4番)
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計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物雄

2 + 8

行った量

工亘目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

①

ら再生利用を

7 ら中間処理により炉
量した量

排出雄

1,266.6

ら埋立処分又は3 + 9

海洋投入処分を行った量

自ら直按
再生利用した量

②

⑩全処駅委託量

実穎値

Ⅱ妾認疋処理
処理委託量

1,266.6

汚泥

⑫再生利用業者への処理
委託量

自ら値按埋立処分又牝

海伴投入処分した段

③

1工熱剥収認圧業」への処
理委託量

0.0

1'1 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

458.9

自ら中間処理
した量

465.1

ーへの

①

0.0

801.5

④のうち熱回収
を行った量

⑤

フフフ.3

545.フ

自ら中冏処理した
後の残さ量

⑥
6.2

56.4

自ら中問処理した後
再生利用した嵒

0.0

⑧

自ら中問処理によ
り減量Lた量

⑦
458,9

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した鼠

⑨

@のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直接及び自ら
巾問処理Lた後の
処理委託最

⑩

545.フ

801,5

⑩のうち熱回収認定
奨者への処理委託量

@

⑩のうち俸良認定
処理業者への
処理委託赴

⑪

⑩のうち熱回収認疋
業者以外の熱回収を
1テう乱を者への
処理委託量

0.0

56.4

フフフ.3

@
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計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2 + 8

行った量

工頁俗

⑤自ら熱回収を行った址

峨ξ業廃棄物の種類

①

ら再生利用を

フ、ら中冏処理により栃'二

最した量

排出量

ら埋立処分又は十9

"窮羊投入処分を行った量

肉ら直接
再生利用した量

②

73.1

⑩全処理委託量

実績値

Ⅱ憂三忍n三処理'・ξえiへの
処理委託量

73.1

廃油

⑫再生利用業者への処理
委託雄

拘ら戡桜埋立迅分又11

海#投入処分した最

③

1_i、、回収認正三毛「への処
理委託量

0.0

⑪熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

白ら中問処理
した量

0,0

④

0゛0

73.1

④のうち熱回収
を1丁った姑

⑤

73.1

46.4

26.6

自ら中問処理Lた
後の残さ量

⑥

冑ら中問処理Lた後
再生利用した量

0゛0

⑧

自ら中開処理によ
り減量Lた量

⑦

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した量

⑨

@のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直按及び自ら
中問処理した後の
処理委託量

⑩
73.1

46.4

⑩のうち熱回収認、定
業者への処理委託量

⑬

⑩のうち憾嘉認定
処理1を者への

処理委託最

⑪

四のうち熱回」N認足
鷲者以外の熱回収を
1テう鞭岩'への
処理委託鼠

0.0

26.6

73.1

@

(
驗
N
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計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

②+⑧凶ら再生利j村を
行った量

項目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

①

フ・ら中間処理により布'
量した量

排a」量

ら埋立処分又は+9 :ニ

海洋投入処分を行った量

自ら直接
再生利用した量

②

51.6

⑩全処理委託鳧

実籟値

11 妾認疋処理誓、iへの
処理委託量

51.6

廃酸

1 再生利用業者への処理
手ヨモ1曾

自ら誠按埋立処分又け

海洋投入処分Lた最

③

⑬奔、、回収認延で'iへの処
理委託量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託最

0.0

0.0

自ら中闇処理
した量

④

0.0

51.6

④のうち熱回収
を行った量

⑤

51.6

40.フ

自ら中問処理した
後の残さ栞

8.フ

⑥

自ら中闇処霪した後
再生利用した量

0.0

⑧

自ら中冏処理によ
り減量Lた量

⑦

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は

海洋投入処分した鳧

⑨

⑩のうち再生利用
業者への処理委託鼠

⑫

直按及び自ら
中問処理Lた後の
処理委託染

⑩
51.6

40.フ

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託殿

@

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託最

⑪

⑩のうち熱回堰認定
業者以外の熱回収を
1テう幌宅者への
処理委託鰻

8.フ

騒.6

⑪

(
驗
N
副
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計画の実施状況

不要物等発生量

①排出艮

有償物量

②十8 ヨら再生利用を
行った鳧

項目

⑤自ら熱回収を行った量

住誇業廃棄物の種類

①

フ・ら中問処理により加

量した量

排出量

3十⑨目ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

自ら直按
再生秘用した量

②

79.8

⑩全処理委託量

実記Π痘

Ⅱ憂、三巻正処理,倭寺iへの
処理委託量

79.8

廃アルカリ

⑫再生利用業者への処理
委託最

自ら適接埋立処分又け
海洋投入処分Lた量

③

1;;、1回収認正,.えヨへの処
理委託雌

0.0

⑪熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託雌

0.0

白ら中間処理
した量

0,0

④

0'0

79.8

@のうち熱回収
を行った量

⑤

79.8

37.6

白ら中闇処理した
後の残さ量

⑥

37.0

自ら中制処理した後
再生利用した量

0.0

⑧

拘ら中問処理によ
り減量した量

⑦

白ら中問処理Lた後
当ら埋立処分又は

海洋投入処分した罍

⑨

⑩のうち再生列用

業者への処理委託塑

⑫

直按及び自ら
中間処理した後の
処理委託量

⑩
79.8

37.6

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

⑩のうち憾良認定
処理業者への

処理委託量

⑪

⑪のうち熱回収認寔
契者以外の熱回収を
行う継者へd)
処理委託量

0.0

37.0

79.8

⑭

(
途
N
邑



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2 + 8

1テつた量

項君

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

①

ら再生利用を

フ・ら中間処理により澗
峨した量

排出姑

526.8

3 +⑨凶ら」型立処分又は
海洋投入処分を行った量

自ら直接
再生利用Lた量

②

⑩全処理委託量

実穎値

姦忍走処理ぎ.、手への11 'エ

処理委託量

526.8

廃プラスチック類

1 再生利用業者への処理
委託暈

自ら心;妾埋立処分又け

奇洋投入処分Lた最

③

⑬熱回収認篤業'、・への処
理委託量

0.0

⑪熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

自ら中閥処理
した量

0.0

@

0.0

526.8

④のうち熱同収
を行0た量

⑤

501.6

374.3

自ら巾問処理Lた
後の残さ量

⑥

36.5

自ら中問処理した後
再生利用した鍛

⑧

102.0

自ら中間処理によ
り減量した量

⑦

宗ら中闇処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した驫

⑨

⑩のうち再生利用
拠者への処理委託量

⑫

直接及び自ら

中問処理Lた後の
処理委託最

⑩

374.3

526.8

⑩のうち熱回収認定
黛者への処理委託量

⑬

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託簸

⑪

⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回収急
1テう1乞者への
処理委託量

102.0

36.5

501.6

⑪
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顎
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圃
)



計画の実施状況

不要物等発生於

①排出量

有償物姑

2 + 8

↑テつた・最

項伺

(産業廃棄物の種類

⑤自ら烈、回収を行った量

①

ら再生利用を

7 Ξ1ら中問処理により減
品した最

排出量

③+⑨訂ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った最

均ら直接
導生利用Lた量

②

246.6

⑩全処理委託量

実穎値

Ⅱ妾認正処理'玩iへの
処理委託量

246.6

木くず

⑫再生利用業者への処理
委勺三登

拘ら【旺按埋立処分又け

降祥投入処分Lた最

③

1311、、回1挟え忍疋'ξ'ヨへの処
理委託量

0.0

14 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
哩委託量

0.0

自ら中間処理
した量

0.0

④

0.0

246.6

@のうち熱回収
を行った量

⑤

246.6

246.6

由ら中澗処理した
後の残さ量

⑥

0.0

自ら中冏処理Lた後
再生利用した量

0.0

⑧

内ら中間処理によ
り液量した量

⑦

自ら中間処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨

⑩のうち再生利用
継者への処理委託驫

⑫

直接及U噛ら

中問処理した後の
処理委託量

⑩

246.6

246.6

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託章

@

⑩のうち優良認定
処理熊者への
処理委託量

⑪

⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回収ミ
1テう継者への
処理委託捲

246.6

⑪

(
灘
N
圖
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計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2 + 8 _ら再生利用を
1丁った量

工頁目

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

①

7 ら中間処理により布'
量した量

排出量

3+9 ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

自ら直接
再生利用した量

②

玲4.6

⑩全処理委託量

災荊制直

Ⅱ妾認足処理一やへの
処理委託量

134,6

金属くず

12 再生利用業者への処理
手そモ四

官ら直按埋立処分又け
樺洋投入処分した厩

③

⑬熱回収認だ業すへの処
理委託量

0,0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

0.0

自ら中問処理
した量

④

0.0

玲4,6

④のうち熱回収
を行0た量

⑤

玲4,6

玲4,6

慢ら中問処理した
後の残さ量

0.0

⑥

自ら巾問処理Lた後
再生利用した量

0.0

⑧

自ら中問処理によ
り減鼠した量

⑦

寂ら中湖処理した後
自ら埋立処分又は
i鋼羊投入処分した扱

⑨

@のうち再生利用
饗者への処理委託量

⑫

窪接及び自ら
中問処理した後の
処理委託量

⑳

134.6

134,6

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

@のうち優良認建
処理業考へ山

処理委託量

⑪

⑩のうち熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う熊者への
処理委託最

134.6

@

(
豁
和
邑



計画の実施状況

弓ヌ要物等多を生1辻

①排出量

有償物量

②十 8 ・ら再生利用を
1テつた量

工頁目

(産業廃棄物の種類

⑤自ら熱回収を行った量

①

7 ら中冏処理により加
量した量

排出量

8.フ

③十9 ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

自ら直接
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実繊値

認足処理業石へのⅡ"

処理委託量

ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず)

12 再生利用業者への処理
委託量

8.フ

白ら値桜埋立処分又代
樺洋投入処分した鼠

③

⑬1;、、回収ミ忍疋.f、への処
理委託量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱圃収を行う業者への処
理委託量

0.0

自ら中冏処理
した量

0.0

④

0.0

④のうち熱回収
を1テつた量

⑤

8.フ

8,フ

8.5

自ら中問処理した
後の残さ量

⑥

0.0

きら中問処理した後
再生郡用した母

0,0

⑧

自ら中問処理によ
り減量Lた量

⑦

自ら中澗処理した後
自ら埋立処分又け

海洋投入処分した量

⑨

@のうち再生判用
業者への処理委託量

⑫

直接及び自ら

中問処理した後の
処理委託凰

⑩
8.フ

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

8.5

⑩のうち優良認、定
処理奬者八の

処理委託鰍

⑪

卿のうち熱回収認定
継者以外の熱回収を
〒テう撫者への
処理委託駄

8.フ

⑭

金
詩
邑



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

②十⑧ヨら再生利用を
行った量

項努

(産業廃棄物の種類

⑤自ら熱回収を行った量

①

フ・ら中間処理により布'=

心した童

排出最

③十 9,ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った最

自ら直按
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

2,フ

実裁値

11 妾認正処理注、への
処理委託量

がれき類

⑫再生利用業者への処理
丞託量二式'而゛里1工

2.フ

自ら織按埋立処分又は
轟樺投入姓分した鼠

③

1奔、、回収認正}'、への処
理委託量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

俗ら中問処理
した量

0.0

@

0.0

④のうち熱回収
を1テつた方t

⑤

2.フ

2.フ

0.9

自ら中澗処理した
後の残き疑

⑥

0.0

自ら中鬪処理した後
再生利用した量

0.0

⑧

自ら中冏処理によ
り減量Lた量

⑦

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨

⑩のうち再生手11用
業者への処理委託量

⑫

直接及び自ら
中問処理Lた後の
処理委託驫

⑩
2.フ

⑩のうち熱回収認定
継者への処理委託量

⑬

0.9

⑩のうち憾良認定
処理業者への
処理委託量

⑪

処のうち熱回収認正
業者以外の熱回収を
行う業者への
処理委託量

2,フ

⑪

(
驗
N
圖
)



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2 + 8

1手ったπ1

工亘目

(産業廃楽物の種類

⑤自ら熱回収を行った量

①

ら再生利朋を

7 ら中問処理により栃'
最した量

排出量

956.6

3 + 9 三ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

白ら直接
再生利用した量

②

⑩全処理委託量

実叙Ⅱ直

Ⅱ憂認正処理点肴への
処理委託量

956,6

ぱいじん

⑫再生利用業者への処理
手菟璽

自ら直桜埋立処分又代

海゛投入処分した艮

③

13熱回収認旭三'、への処
理委託量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
当N回収を行う業者への処
理委菟亜

0.0

自ら中間処理
した量

0.0

④

0.0

956.6

④のうち熱回収
を行0た量

⑤

956.6

956.6

肉ら中闇処理した
後の残さ雌

⑥

0゛0

自ら中冏処理した後
再生利用Lた最

0.0

⑧

自ら中間処理によ
り減量した暴

⑦

自ら中問処理した後
白ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨

⑩のうち再生利用
継者への処理委託最

⑫

直接及び自ら
中開処理した後の
処理委託駄

⑩

956.6

956.6

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

⑩のうち優良認定
処理業者への
処理委託最

⑪

四のうち熱回収認正
業岩以外の熱回収を
行う熊者への
処理委託量

956.6

⑪

(
迅
N
邑

二



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2 + 8

行った量

項穩

(産業廃棄物の種類

⑤自ら熱回収を行った量

①

ら再生利用を

フ'ら中開処理により所'

量した最

排出量

3十⑨・ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った鳧

自ら直接
再生利用した量

②

⑩金処理委託量

1.0

実縫値

Ⅱ妾認疋処理業えiへの
処理委託量

混合廃棄物

12再生利用業者への処理
手託聖

1.0

自ら篦接堀立処分又け

海洋投入処分Lた量

③

⑬禦、回1恢え忍疋黛、iへの処
理委託量

0.0

U 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

僅ら中問処理
した量

0.0

④

0.0

④のうち熱回収
を行った量

⑤

1,0

1.0

0.8

由ら中湘処哩した
後の残さ量

0.0

⑥

白ら中闇処理した後
再生列用した量

0.0

⑧

自ら中冏処理によ
り液量Lた量

⑦

自ら中間処理した後
由ら埋立処分又は
海洋投入処分した量

⑨

⑩のうち再生利用
業者への処理委託最

⑫

直接及U噛ら

中冏処理Lた後の
処理委託量

⑩
1.0

⑩のうも熱回U又言己定
業者への処理委託量

⑬

0.8

⑩のうち纏良認.定
処理業者へ仍

処理委託最

⑪

叫のうら熱回収認定
業者以外の熱回収を
行う業者への

処理委託餓

1.0

⑭

(
黙
N
島
)

写
一



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2 + 8

1テつた量

項目

⑤拘ら熱回収を行った量

U董業廃棄物の種類

①

ら再生利則を

フ.ら中闇処理によ辧F
畏した量

排出量

③十⑨目ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

自ら直接
再生利帰した量

②

⑩全処理委託量

1.4

夫諺H直

H 妾亀え忍疋処理'三勺へ0)

処理委託量

水銀使用製品産業廃棄物

1 再生利用業者への処理
'、 1き1Ξ 1;!ナ

1.4

自ら直按埋立処分又H

晦洋投入処分した掻

③

1咲1,回収認IEぜ'iへの処
理委託姑

0.0

⑪熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託示

0.0

自ら中間処理
した量

0.0

④

0.0

④のうち熱回収
を行0た量

⑤

1.4

1,4

1.4

自ら中闇処理Lた
後の残さ量

0.0

⑥

良ら中問処理した後
再生利用した嵒

0.0

⑧

自ら中捕1処理によ
り減量Lた量

⑦

自ら中問処理した後
自ら埋立処分又は
海洋投入処分した最

⑨

⑩のうち再生利用
継者への処理委託匙

⑫

直按及び月ら
中問処理した後の
処理委託量

⑩
1.4

@のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

1.4

⑩のうち優良認定
処理鷲者への
処理委託量

⑪

叫のうち熱回収認正
業者以外の熱回収を
子了う業者へσ)
処理委託載

1.4

@

(
器
N
圖
)

二



計画の実施状況

不要物等発生量

①排出量

有償物量

2 + 8

行0た量

項目

(産業廃棄物の種類

⑤自ら熱回収を行った量

①

ら再生利用を

フ_ら中問処理によりド
量した量

排出量

0.3

③十9 三ら埋立処分又は
海洋投入処分を行った量

自ら直按
再生利用Lた量

②

⑩全処理委託量

実繊イ直

Ⅱ妾三忍疋処瑠リtゴへの
処郡委託量

複合材

⑫再生利用業者への処理
委託量

0.3

自ら漉按埋立処分又け

海推投入処分Lた量

③

1;1、1回収認'、-iへの処
理委託量

0.0

⑭熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
理委託量

0.0

自ら巾問処理
した量

0.0

@

0'0

④のうち熱回収
を行った量

⑤

0.3

0,3

0.1

自ら中問処理Lた
後の残さ最

0.0

⑥

自ら中冏処理した後
再生利用した量

0.0

⑧

自ら中間処理によ
り減量Lた量

⑦

良ら中間処理した後
自ら埋立処分又ば
海洋投入処分した量

⑨

⑳のうち再生利用
熊者への処理委託量

⑫

直接及び轟ら
中冏処理Lた後の

処理委託量

⑩
0.3

⑩のうち熱回収認定
奨者への処理委託鼠

⑬

0.1

⑩のうち綴良認定
処理業者への
処理委託厭

⑪

団のうち熱回収認正
黛者以外の熱回収を
1テう業者への
処理委託量

0,3

@

(
驗
N
登



計画の実施状況

不要物等発生雄

①排出量

有償物量

2 + 8

行った量

1頁餐

⑤自ら熱回収を行った量

(産業廃棄物の種類

①

ら再生利用を

7 ら中間処理により加
呈した量

排出量

ら埋立処分又は十9

海洋投入処分を行0た量

白ら直接
再生利用Lた量

②

⑩全処理委託量

0.2

実績値

0.2

認延処理1盲への妾、Ⅱ

処理委託量
@

廃電池類

12 再生利用業者への処理

委託量

0.2

拘ら戒徒理立処分艾比
轟樺投入処分した鮭

③

⑬奔、、回収認だ}f'への処
理委託量

0.0

1 熱回収認定業者以外の
熱回収を行う業者への処
丑墾委託泉

0.0

俗ら中問処理
した量

0.0

④

0.0

0.2

④のうち熱回収
を行った量

⑤

0.2

0.0

由ら中間処理した
後の残さ量

⑥

0.0

由ら中問処理した後
再生利用した量

0.0

⑧

自ら'やf痢処理によ
り減量Lた量

⑦

自ら中問処理した後
向ら埋立処分又は
海洋投人処分した量

⑨

⑳のうち再生利用
業者への処理委託量

⑫

直接及び白ら
中問処理した後の
処理委託量

⑩
0.2

⑩のうち熱回収認定
業者への処理委託量

⑬

0゛0

@のうち優臭認定
処妥E業者への

処理委託最

⑪

四の・)ち熱回収認'
業者以外の熱回収を
行う業客'への
処理委託量

0.0

0,0

(
驗
§
)
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(様式第2号の9)産業廃棄物処理計画実施状況報告書第2面(一覧)

廃棄物の種類

燃え殻

泥汚

油

酸

ルカリ

廃プラスチック類

紙くず

木くず

繊維くず

動植物性残さ

動物系固形不要物

ゴムくず

金属くず
1^ラス ・コン

ず及ぴ磁器くず

鉱さい

がれき類

動物のふん尿

動物の死体

ぱいじん

混合廃棄物

水銀使用製品産業廃棄物

複合材

廃電池類

排出の
目標値

102,0

1 排出

2,594.フ

1062

123.4

112.4

7383

②自ら直接再
生利用した

1,266.6

73.1

516

798

5268

3自ら直接埋
立処分又は海
洋投入処分し
た

193.4

④自ら中間処
理した

2466

1 19.6

⑤自己中間処
理のうち熱回
収を行った

14.0

465,100

⑥自ら中間処
理した後の残
さ

1346

87

24.5

注1

注2

注3

計画の実施状況

計

産業廃棄物排出

計画の実施状況

廃棄物の種類

926.9

2.0

1.0

自ら中間処
理により減
した

27

9566

1.0

1.4

03

02

8 自ら中間処
理した後再生
利用した

00 2β84.945890.0 62 0.0465.13,350.0 000.04,957

の目標値:様式第2号の9の第1面にて実施状況報告のなされた「産業廃棄物排出の目標値」について集計し記入する。なお値は計のみを入力する。

様式第2号の9の第2面にて実施状況報告のなされた「計画の実施状況」1~⑭の量について集計し記入する。

19種類に分類できない記述が報告にある場合に限り、空欄に報告に表示された種類を記入する。

0

9自ら中間処
理した後自ら埋
立処分又は海
洋投入処分した

458.9

⑩直接及び自
ら中間処理し
た後の処理委
託

@辺のうち優
良認定処理業
者への処理委
託

801.5

73.1

51.6

79.8

526.8

dの⑩のうち再
生利用業者へ
の委託

別添
単位:トン/年

フフ73

73.1

51.6

79.8

501.6

d車⑩のうち熱
回収認定業者
への処理委託

246.6

545.フ

46.4

407

37.6

374.3

@⑩のうち熱
回収認定業者
以外の熱回収
を行う業者へ
の処理委託

2466

56.4

26.6

8.フ

37.0

36.5

134.6

8.フ

246.6

1346

8.フ

2,フ

956.6

1.0

1.4

0.3

02

134.6

85

102.0

27

956.6

1.0

1.4

0.3

0.2

09

956.6

0.8

1.4

0.1

0.0

2,8355 2,394.3 1652

廃
廃
ア廃


